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子 ど も が 成 就 感 を 味 わ う 生 活 科 学 習
一第 ２学 年 単元 「 ミニ星 野川を つ くろう」 の実践を 中心 に－
Sence of Attainment in the Activity of “Seikatsu-ka ” (the Subject for
Social Life and Living Environment)
:through Practice of the Unit “Let's Make ａ Miniature of the Hoshino River ”
○　はじめに
子どもの学習の中核となり，学習への意欲を生み出
すもの，それは「成就感」である。子どもが成就感を
味わう生活科学習を構築することが「自立の基礎」夸
養うことにっながる。
１　主題の意味
マズロー(Maslow,  A.  H.) は，自己実現を人間
の最高で最終的な欲求とみている。そして人間の欲求
について下記のように階層的に分類している。
・　第１の水準　 厂生理的欲求」
ここで生理的欲求というのは，食欲，性欲，睡眠，
排泄，休養の欲求など，生命活動に直結した人間の最
も基本的な生理的欲求衝動のことである。
・　第２の水準　「安全欲求」
苦痛，恐怖，不安，不快，脅威，障害などの危険を
避け，安定した人格状態を保とうとする欲求。
・　第３の水準　「所属と愛情の欲求」
人々から愛されたい，人を愛したいという欲求であ
り，また，集団の一員として集団に所属したいという
欲求で，人々を互いに結びつけ，人間社会を作り上げ
る典型的な社会的な欲求。
・ 第４の水準　「尊重の欲求」
基礎が確立し，一応の安定をみた自己に対し，高い
評価や尊重，承認を求める欲求で，自尊感情などもこ
の中に入る。
・　第５の水準　「自己実現の欲求」
典型的な成長欲求であり，すでに自己充実を遂げた
人が，そのエネルギーを外に結晶させて生産し，創造
し，愛情を与え，あるいは自己の個性を生かして潜在
的にもっものを実現しようとする欲求のことである。
なお，知識欲求，美的欲求など，真・善・美 一正義・
完全性・健康といった高次の価値を求める欲求も，こ
の欲求のうちに含められる。（上田吉一「自己実現の
教育」1983　P.30　黎明書房）
堤　　　　 豊
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成就感とは，満足感の中でも極めて質的に高いもの
である。マズローのいう５つの段階の欲求のなかでも
第４水準「尊重の欲求」，第５水準「自己実現の欲求」
が充足されたときに，子どもたちは成就感を味わうと
いえる。
この欲求の充足を学習のレベルで考え ると次のこと
がいえる。
第４水準では，学習の成果を認められたいという欲
求である。認められるためには，その前提として「基
礎の確立」つまり， わかりたいという欲求がある。
第５水準では，学習の成果を誰かに教えたい，学習
の成果をもとに新たなものを創りあげたいという欲求
である。
したがって，子どもたちは，「わかる」「認められる」
「教える」欲求を充足したときに，成就感を味わうこ
とができるといえる。
２　主題設定の理由
知識偏重の教育は，心身 の調和のとれた発達を阻害
してきた。知っていても実践できない子ども，知って
いることを自分の生活のなかに生かすことができない
子どもを育てる結果となった。私たちの目の前にいる
子どもたちは，21世紀の社会に生き，社会を支えてい
く子どもたちである。
これからの小学校教育には，社会の変化に主体的に
対応できる能力を育てることや，生涯学習の,基礎を培
うことが強く求められている。そのためには，思考力，
判断力，表現力などを育成すること，及び自ら学ぶ意
欲を高め，主体的な学習の仕方を身につけることが大
切である。
生活科は具体的な活動や体験を通して，児童に学ぶ
ことの楽しさや問題解決の喜びを体得させるとともに，
そこで学習したことを次の学習に生かしたり，児童自
身の生活に生かしたりしようとする意欲や態度などを
育成することを目指している。
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生活科における体験重視の学習は，「なすことによっ
て学ぶ」という子どもの側にたった教育論である。体
験学習は，子どもの欲求や要求に動機付けられた時に
成立する。その学習動機は，欠乏動機と成長動機であ
る。欠乏動機とは，自分に欠けるものを求めようとす
る動機であり， なにかを新たに創造してゆきたいとす
るものである。成長動機とは，自分をより良く成長・
変容へ導き，個性を生かし，主体性を確立しようとす
るものである。 これらの動機は，子どもの成就感によっ
て生み出され，深められいくのである。
生活科における学力は，知識・技能や見方・考え方
を中心とした基礎的・基本的な内容だけではない。自
己決定力や判断力，問題に意欲的に立ち向かい粘り強
く追究していく追究力などが中核とならなければなら
ない。このような考え方にたつとき，学力の最内層に
位置するのは，「感じ方」「考え方」「行ない方」 であ
り,。その外層に「学びとり方」としての追究力が位置
づく。そして，これらの中核を貫き通して，学力とし
て活性化させるものが「成就感」である。
したがって，本主題で研究を行なうことは，生活科
設立のねらいや，生活科の学力を深化発展させる上か
ら意義深い。
３　研究の目標
生活科学習において，子どもに成就感を味わわせる
ためにはどうしたらよいか，教材化と単元構成の２面
から究明する。
４　研究の仮説
生活科学習において，下記の手立てをとれば，子ど
もたちは成就感を味わい学習を深めることができるで
あろう。
（1） 身近な地域固有の自然や社会事象 の教材化をは
かる。
（2） 単元構成を，「わかる」「認められる」「教える」
の３段階で構成し，それぞれの段階に，「計画」
「体験」「表現」の３活動を位置付ける。
※　研究の仮説を導いた根拠については，先の「主
題の意味」「主題設定の理由」において論述。
５　研究の内容と方法
（1） 子どもの成就感について，マズローの欲求階層
説を中心に分析する。
（2） 研究の仮説にそって教材化・単元構成を行ない，
実証授業（対象学級，星野小第２学年）を行なう。
６　研究の実際
一 第２学年　 単元「ミニ星野川を作ろう（生 き
物を育てよう）」の実践を中心にｰ
（1） 教材の価値
本単元のねらいは，星野川の自然を観察 したり，生
き物を採集し育てたりすることができること，生き物
の成長や変化 の様子を観察することができること，生
き物を大切にする心を養うことができるようにするこ
とである。
子どもたちが自らの「願い」を強く持って活動に望
むとき，その活動は，感動体験をともないながら見通
しをもって行動する状態に発展し，活動への取り組み
は一層強まると考えられる。活動を発展させていくた
めには，子どもの心のなかに「願い」が沢山でるよう
な「場」を設定するとともに，「物」「人」「事」と触
れ合う活動を十分に保障することが重要である。
そのために，本単元では校地内を流れる用水路を利
用し，「ミニ星野川」をつくり生き物を育てさせる。
本単元では，具体的には，次の内容をとらえさせる
ことができる。
星野川は，矢部川の支流であり，星野小学校校区を
流れる中心河川である。そこには，さまざまな水性動
物が生息している。その生態を要約すると; 次のよう
になる。
種　 類 生　　 息　 場　 所 え　　　 さ
カワムツ 川の上 ・中流。樹木や岩でおおわれ
た部分。
落下 ・流下昆虫
オイカワ 川の中・下流o 瀬と淵の両方に生白。
平瀬を好む。
藻類・底生昆虫
アユ 秋に中流域下部の砂礫底で産卵， 春
に遡上。
藻類・プランクト ン
ヤマメ 山間部の川。瀬の礫底で産卵。 水生・陸生 昆虫
ドンコ 小石や砂の混じる川底。川底に潜る。 甲殻類・小魚・昆虫
アブラメ 淵や淀み。平 瀬の岸よりo 雑食・底生生物
サワガニ 渓流や清水。小石や石垣の穴のなか。 雑食・水生 昆虫
オヤニ ラミ 流れが緩やかな所o ョ シの茎や杭の
そば。
落下・流下昆虫
コイ 淵や淀み。川底を緩やかに泳ぐ。 小魚・雑食・底生生物
校内を流れる用水路は，校舎に隣接しているので観
察が用意である。長さは，約40メートルあり，上流か
ら下流にかけて次第に流れは緩やかになる。幅は，約
70センチあり中流は二段になっている。底の状態は，
上流から下流にかけて，石・小石・砂としだいに小さ
くなっており，子どもたちの力で小さい川を再現する
ことが可能である。
上記のような生き物を採集し用水路で育てることに
より，生き物の状態を知るとともに，身近な自然との
かかわりを深めることができる。
次に，能力面では次の力を育成することができる。
・　星野川の生き物の生息状況を調べ，採集すること
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による観察力の育成。
・　調べたことや感動したことを観察カードにまとめ
たり，星野川生き物マップやミニ星野川パンフレット
などをつくることによる表現力 の育成。
さらに，次のような関心・態度を育成することがで
きる。
・　 星野川の生き物を調べることによる，身近な自然
事象への関心の深化。
・　 水生生物を育てることによる，生命尊重の態度の
育成。
（2） 児童の実態
本学級の子どもたちは，第一学年単元「生き物はと
もだち」の学習において，校庭や学校のまわりなどで，
草木や小動物を探して，とらえたり，育てたり，それ
らの様子を書き表わしたりするなかで，生き物の生態
に気付くことができるようになってきている。
本単元に関しては，次のような実態である。
星野川には，どんな生き物が住んでいるかを尋ねた。
生 き物 人数 場　 所 人数 生　　　 態 人数
さがな 10 帰りの橋の下
崖 のした
３
１
川のなか
深いところ
石の間
３
２
１
ハヤ ２ 本星野の橋の下
草 のした
１
１
流れが速いところ
深いところ
１
１
ド ンコ ７ 谷や川
帰 りの橋の下
１
１
川の少し深いところ
濁った水
石のした
２
１
１
ヤマメ １ 深 いところ １ (絵で表現 一意味不明) １
カニ ７ 家 の横の川
帰 りの橋の下
１
１
小石 のあ るところ
石 のかげ
岩 の近 く
１
１
１
ヤゴ １ 川 の石 のした １ 石 のしだの泥のした １
(N19延ぺ人数）
この結果から，子どもたちは星野川にすむ生き物の
種類について具体的には知っておらず，しかもその生
態（成長過程・環境との順応）にまでは気付いていな
いといえる。
また，生き物を捕った経験については，16人のこど
もが「ある」・３人が「ない」と答えており，河川生
物の採集が未経験な子どもがいることがわかる。採集
方法については，「手」「釣り」厂網」 などをあげてい
るが「さかうけ」についての経験はない。
次に，能力面については，子どもたちは身近な自然
の事物現象に接し，それを見たり世話をしたり，試し
たり作ったりなどして，それらの著しい特徴を全体的・
直観的にとらえるとともに，気付いたことを身振りや
ことばなどで表現できるようになってきている。
しかし，進んで身近な生物やその他の事物事象に働
きかけ，工夫して育てたり作ったり，また繰り返し確
かめるなどの活動を行ないながら，生物に親しみ自然
に接していく楽しさを味わうまでにはいたっていない。
－
また， これらの自然の事物・現象に働きかける活動
を通して感覚を働かせ，自然に対する経験を重 ね，さ
らに事物・現象を比べてその違いを見いだし，事物の
特徴や変化の様子に気付くまでにはいたって･いない。
さらに，関心・態度面については，「『生き物を育て
よう』の学習で，どんなことをしたいですか。」 の問
いに対して，ほとんどの子どもが「魚や昆虫を取って
育てたい。」と答えている。「水のなかの生き物と陸の
生き物とどちらを学習したいですか。」 の問いに対 し
て，15人が水中・４人が陸と答えている。学習の方法
や形態については，具体的な体験活動を好み， グルー
プ学習に意欲的である。
以上のことから，子どもたちの自然離れが進み，自
然のなかで思いっきり遊ぶという体験が少なくなって
きていることがわかる。しかし子どもは本来，草花が
咲き乱れる野原や小さい生き物が泳ぎ回る小川などで
夢中になって遊ぶことが好きである。したがってこの
時期にこそ，豊かな自然に浸ったり自然のなかの生き
物を自分でも飼ってみたりする体験を積ませ，その中
で自分なりの自然観や生命観を培わせる必要がある。
（3） 単元構成
本単元の指導にあたっては，第一学年での動物飼育
の体験をもとにして，①視野と活動場所を自分の身近
な星野川に広げ，そこに生きる水生動物を観察したり
飼育したりする。 ②星野川で採集に没頭するなかで，
生き物の生態に気付く。③飼育方法の追究を通して，
水生動物と多様なかかわりをもっていく。このような
活動を通して星野川の生き物への理解と親しみを深め，
生き物を大切にする子どもを育てていきたい。
わかる段階では，星野川の生き物を採集し，その生
態を理解させる。そのために，まず体長25 センチのヤ
マメを提示し，星野川で採集したことを知 らせ，自分
たちも採集し飼育したいという意欲を持たせ，「 ミニ
星野川をつくろう」という単元のめあてを設定させる。
そして，星野川の生き物に対する生活経験を交流し採
集の計画を立てさせる。そのうえで，実際に星野川 の
生き物を採集させる。その際には，生き物が生活して
いる様子や，食物，体の形，動きなどを観察し，観察
カードに書き込ませる。最後に，「星野川生 き物マ ッ
プ」をつ くらせる。
認められる段階では，星野川での生き物の採集の際
の観察や図鑑で調べたことなどをもとにして，水槽に
生き物の住み家を作らせる。そのために，まず生き物
の住み家の作成計画をたてさせる。計画は，生 き物の
種類（ヤマメ・オヤニラミ・ハヤ・コイ・カニ・カエ
ル）ごとにグループでたてさせる。次に実際に生き物
の住み家をつ くらせる。そして，生き物の住み家のパ
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ンフレットを作り，それまでの互いの学習の成果を認
め合うとともに，その成果を学級以外の人々に教えた
いと考えさせ，校内を流れる用水路を用いて「ミニ星
野川」を再現しようとする意欲を持たせる。
教える段階では，校内の用水路を星野川に見立てて，
「ミニ星野川」として再構成できるようにする。 その
ために，まず生き物の住み家の作成計画をたてさせる。
計画 は生き物の種類ごとにグループでたてさせる。次
に実際に生き物の住み家をつくり「ミニ星野川」とし
て構成させる。さらに，案内板と「ミニ星野川」への
招待状を作り，「 ミニ星野川」作りで わかったことを
紙芝 居にまとめ，全校児童や保護者の前で発表させ，
教えることができた成就感を味わわせる。
（4） 計画（13 時間）
段階活動 主　 眼 学 習 活 動 と 手 立 て 配時
わ
か
る
計
画
星野川の生 き
物に関6 を持ち，
それらを採集す
る計画を立てる
ことができる。
１　生き物採集の計画を立てるO
※　星野川で採集した体長25センチのヤマメを提示
し，生き物を採集しようとする意欲を持たせるO
※　水檜のなかのヤマメを観察させ， 少しずつ弱っ
ていくことの気付かせ，どこで飼育するか話し合
わせるO
１
ミニ星野川を作り生き物を育てよう
体
験
星野川で生き
物を採集し， 生
息状況を観察す
ることができる。
２　星野川で生き物を採集する。
※　採集する場所は, 事前に下見を行ない危険のな
いようにするo
※　採集にあたっては，生き物の生息場所や状態を
よく観察させる。
※　採集した生き物は, 一部は水槽で，残りはコン
テナに入れて用水路で峭育し，両者を比較しなが
ら観察させる。
２
表
現
わかったこと
を観察カ ードに
まとめ「星野川
生き物マップ」
を作り，生き物
の生態を理解す
ることができるo
３ 「星野川生き物ﾏｯ ﾌ 」ﾟを作るo
※　地図には, 事前に川と橋を書き込んでおき，観
察ｶ ドーを生き物を採集した場所にはっていかせ
るo
※　友達と情報交換をさせ，さまざまな場所で採集
を繰り返えさせる。
１
認
め
ら
れ
る
計
画
水槽のなかに
生き物の住み家
を作る計画を立
てること がで き
る。
１　生き物採集の際に観察したことや図鑑で調べたこ
となどをもとに，水槽のなかに，星野川の生き物の
住み家を作る計画を立てるo
※　飼育したい生き物ごとにグループを作り，画用
紙に計画を立てさせる。
１
体
験
計画をもとに，
水槽に生 き物の
住み家を 作るこ
とができるo
２　計画にそって，グル プーごとに水槽に生き物の住
み家を作る。
※　水槽に入れる生き物の数を考慮するとともに生
き物の生態に応じた住み家になるように工夫させ
るo
２
表
現
生き物の住み
家のパンフレッ
ﾄを作り発表し，
互いの良 さを認
め合うことがで
きる。
３　生き物の住み家のパンフレットを作り話し合うO
※　パンフレットのなかに，生き物の生態や住み家
造りの工夫がのべられているか話し合い，互いの
パンフレットの良さを認めあわせるO
※　水槽で生き物を育てることの不備を意識すると
ともに，これまでの学習の成果を学級以外の人々
に教えたいと考え，用水路に「 ミニ星野川」を再
現する意欲を持たせるO
１
教
え
る
計
画
生き物採集で
の観察をもとに，
用水路に「 ミニ
星野川」を再現
する計画を立て
ることができる。
１　用水路に「ミニ星野川」を作る計画を立てるo
※　飼育したい生き物ごとにグループを作り，画用
紙に計画を立てさせるo
・どんな生き物のために　 ・どこに
・どのように
２
体
験
用水路に生 き
物のすみかを 作
り，「ﾐﾆ 星野川」
にすることがで
きる。
２　用水路に生き物の住み家を作り，「ミニ星野川」 に
仕上げる。
※　計画書にそって必要な石や草は事前に用意して
おくo
※　住み家を作ったあとに生き物を放ち，元気に活
動する生き物をみて感動を生み出させるo
１
術
教
え
る
表
現
｢ﾐﾆ 星野川｣
で生き物を飼育･
観察し，わかっ
たことを紙芝居
にまとめ， 学級
以外の人々に教
えることができ
る。
３ 「ミニ星野川」で生き物を飼育・観察し，案内板・
招待状・紙芝居を作り全校生徒や保護者の前で発表
する。
※　飼育観察しながらよりよい住み家に作り替えさ
せる。
※ 紙芝居には，生き物の生態だけではなく飼育に
あだっての感動も表現させるo
※　卜級生や下級生の反応を集会の際に尋ねたり，
保護者の考えを授業参観の時に発表してもらうな
どして，成約感を味わわせる。
２
※　以下，子どもの成就感が高まり，生活科学習の特
徴がより明確になる「教える」段階の「体験」活動の
時間（⑩／⑩時）を中心に論述する。
圓　 本時（⑩／⑩時）の授業仮説
本時を「つかむ」「見通す」匚つくる」「見直す」「味
わう」の５段階で構成し，下記 の手立てをとり「ミニ
星野川」を再現すれば，子どもたちに，前時までに学
習してきた内容を友だちや学級以外の人々に教えると
いう成就感を味わわせることができるであろう。
①　つかむ段階
前時までに学習した内容を想起する過程で，子ど
もたちが採集した生き物の写真をパネルで提示すれば，
子どもたちの学習意欲を喚起し，本時学習のめあてを
つかませることができるであろう。
②　見通す段階
抽出グループに計画書の改善点を発表させ，それ
に対して生き物採集の際の観察の水槽での飼育でわかっ
たことをもとに話し合わせれば，子どもたちは用水路
の流れや地形を利用することの重要性を再認識し，よ
り良い計画書に練りあげることができるであろう。
③　つくる段階
材料は事前に準備し，練りなおした計画書にそっ
て生き物の住み家を作らせれば，子どもたちは，用水
路の流れや地形を活用した「ミニ星野川」を再現する
ことができるであろう。
④　 見直す段階
作り上げた住み家に生き物を放てば，元気に活動
する生き物をみて［ミニ星野川］を作り上げた感動を
味わうとともに，互いのグループの住み家の良さを発
見し，住み家をつくり直すことができるであろう。
⑤　味わう段階
作り上げた「ミニ星野川」を観察し，互いの努力
を認め合わせれば，子どもたちは「ミニ星野川」の存
在をもっと多 くの人々に知らせようとする意欲を持つ
であろう。
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（6） 本時の授業記録と考察
①　 《つかむ段階》
発問 ・指示 子　 ど　 も　 の　 反　 応
Ｔ １　 みんなは，ミニ
星野川の勉強をしてい
ますね。今までどんな
ことをしてきましたか。
Ｔ ２　 先生 は，昨日星
野川に潜 ってきましたo
そして星野川の魚の写
真を撮って きました。
(写真 パネルを提示)
Ｔ ３　今日 はど んな 勉
強をしま すかｏ
Ｔ ４　ど うしてですかo
Ｃ１　魚をとりました。
Ｃ２　魚を水槽に入れて育てました。
Ｃ３　魚がどんなところにいるか調べました。
Ｃ　　 すごい（歓声があがる｡）
Ｃ４　魚が住んでいる場所の様子がよくわかります。
Ｃ５　 卵を産んでいる様子がよくわかりますｏ
Ｃ６　 校舎の前の用水路に， ミニ星野川をっ くりま
す。
Ｃ ７　水槽に飼うと狭いからです。
Ｃ ８　水槽だと魚にカビが生えて死ぬからです。
Ｃ ９　水槽 のなかに入れてお くと上手に泳げないか
らですo
C10　2 年生がどんな生 き物を 飼っているか，他の
学年に知 らせたいからで す。
〔考察 〕
子どもたちは，写真パネル「星野川の生き物」の提
示に対して, C  4, 5 のように「魚の生息場所」「産
卵の様子」がよくわかると答えている。星野川での魚
の採集 や図鑑での調査によってその概略はとらえてい
たが，「魚の生息場所」「産卵の様子」が端的に写しだ
されたパネルの提示に対し感嘆の声を上げている。
また本時の学習内容 についてＣ ７「狭い」， Ｃ８
「カビ」，Ｃ９「泳げない」というように水槽で魚を飼
うことの限界を魚の生命尊重の立場から述べている。
さらにC10 のように「ミニ星野川」をつくることの
意図を他に「教える」という立場から述べている。
このことから，写真パネル「星野川の生き物」を提
示したことは，子どもたちの学習意欲を喚起するとと
もに，本時学習のめあてをつかませるうえで効果があっ
たといえる。
②　 《見通す段階》
発 問・指示 子　 ど　 も　 の　 反　 応
Ｔ ５　前の時間に ミニ
犀 野川をつくる計画を
立て話し合いました。
話し合いの結果見直し
た計画書の改善点を発
表して下さい。
T'6　 ヤマ メグループ
発表し七 ください。
Ｔ ７　 ヤマメグループ
で ここは工夫 している
なというところはあり
ませんか。
Ｔ ８　 ヤマメグループ
は， 用水路の流れや地
形 を生 かそうとしてい
ますね。 それでは，つ
くり始 めてください。
Ｃ　　全 グループ挙手をする。
C11　 ヤマメグループ の発表
・　 卵を産むように草や平べったい石を入れます。
石 は，大小の石で平 べったい丸い石も入れます。
深さ は，20センチぐ らいにします。 コケも入れ
ます。住み家は，石 の下を掘りま す。
C12　 なぜ，流れが速い ところ にっ くるのですか。
C13　 ヤマメは，流れが速いと ころ に卵を産むか
らで す。
C14　 な ぜ，深さを20 センチにするのですか
C15　 浅 すぎても深すぎてもい けな いからです。
C16　 隠 れ家は，石 だけですか。
C17　 草 もっくります。
C18　 どうして速いところとゆっくりな所の両方
にっ くるのですか。
C19　 どちらにもヤマメはいたからです。
C20　 隠れ家を石だけではなく，草 も使うところ
です。
C21　 卵を生 みやすいように，石と草で枠を作ろ
うとしているところです。
C22　 虫の付いている草や，昆虫の付いている石
を入れようとしたところです。
〔考察 〕
ヤマメグループの改善点は，ヤマメの産卵用に「草」
－
「平べったい石」を入れること，深さを20 セ ンチ程度
に掘ること，コケを入れることの３点である。
これらの改善点に対して，他のグループの子どもた
ちから，「流れが速いところにつくる理由」「深さを20
センチにする理由」「隠れ家をつくる素材」 などにつ
いて質問がでている。
これらの質問に対して，ヤマメグループの子どもは，
ヤマメの生態と川の地形や流れを関連させた答えを述
べている。
これらのことから，用水路の流れや地形を利用する
ことの重要性については，認識が深まっているといえ
る。しかし，具体的に自分のグループの作業にどのよ
うに生かすかまでは考えが深まっていない。
③　 《つくる段階》
オ ヤ ニ ラ ミ グ ル ー プ ヤ マ メ グ ル ー プ
1， 砂をすくって出す。
C23　 隠 れ場所の石 の所を掘るよ。
C24　 水のなかには山 もつくっておく
といい。
C25　 草 は，いま入れたところでいい
よ。
Ｔ ９　ど うして砂を出すの。
C26　 深くして住みやすくするためで
す。
２，石を 入れる。
C27　 平 べ･ったい石がいいね。
C28　 この石ちょっと小さい よ。
C29　 ぽんと，ちょっと小 さい ね。
C30　 もっと大きいのがいい ね。
T10　 どうしてそこに石を 置くの。
C31　 はしの方が流れが緩やかで，魚
が住みやすいからです。
３，草を入れる。
C32　 深くなったo
C33　 そんなに深くしち やいかんよ。
C34　 草は，立 てよう。
C35　 草を植え る穴をつくう。
C36　 草の近くに石をおこう。
T11　 どうして草を入 れるの。
C37　 オヤニラミは，よしの葉の根っ
こに卵を産み付 けるからです。
T12　 いま置いている石で何を作るの。
C38　 隙間をつくっています。
C39　 石を置いて，家 やト ンネルをつ
くり ます。
４，砂利を石 の家のなかに入れる。
C40　 ここがお城よ。（ 草 の根 っこを
広げてやるo） だって折 れ てない
もの。
C41　 石を入れよ う。丈夫そう。
C42　 この中に入るよね，（ 家 の入り
囗に手を入れて みる｡）
５，石や草を移動 する。
C43　 水槽の水草をと っていい。
C44　 枯れてるよ。
C45　 枯れてないのもあ るよ。（水 槽
のなかの草を取り 出して植える｡）
C46　 元気よ。（水槽のな か の オヤニ
ラミを見る｡）
C47　 ここに植えよう。（ 流 れた 草を
置き直す｡）
C48　 もう少し向こうに植え ればいい
のに。
C49　 こっちの方 がいいよ。（ 先 ほど
植え た草をとる｡）
C50　 少しこっちにしたら入れられる
よ。（石を動かす｡）
C54  ( 鍬で川底を掘る。 しかしなか
なか掘れない｡）
C55 （草刈鎌で川底を掘る。 次第に
深 くなる｡）
C56  C 用水路の側面の石垣の穴を奥
の方に深く掘り進む｡）
C57 （用水路が曲がって流れが緩や
かにな ってい るところに，草を植
え る｡）
T14　 どうしてそ この草を植えるのか
な。
C58　 ヤマ メの住 み家になるよ うに隠
れ家をつ くっていま す。 ここに草
を 植え るのは，草 は，流 れが緩や
かな所 に生え ているからで す。
C59  (3 箇所川底を掘り，掘 った所
と掘った所の間に石を並 べておく｡）
T15　 どうして そんなに流れが速いと
ころに石を 置くのかな。
C60　 ヤマメは， 流れが速 くて石 のあ
るところに卵を 産むからで す。
C61  ( 住み家を つくってい る間 に，
ヤマメを 入れた水槽 の水温 の上昇
と，酸 欠でヤマメカ袖yしみ始めた｡）
ねえ，ヤマメが死 にそうだよ。
早くつくって放そう。
ハ ヤ グ ル ー プ
C62  ( すぐ掘り始める｡）
C63  ( 掘 るのにたいへん苦労する。
15センチ掘 る｡）
C64  ( ど こまで掘るか線を引 く｡）
全然捐れんね。
C66　 もう少し頑張ろ う。
C67  (4 箇所に別れて掘り進 む｡）
C68　 掘るのは もういいよ。 あとでま
た捐ろ う。
C69　 今度 は，石ば置かやんたいo
C70　 どこに置 く？
C71　 端の方に置こう。（隙 間 がで き
るよ うに石を置き始める｡）
C72　 草が枯 れるよ。早く水に付けよ
う’。
C73　 ここに（ 右岸）植えるよ。
C74　 草 は，横 の方がいいよ。
C75　 端 っこ（左岸） に変え るよ。
C76　 石垣 をつくらないといけないね。
C77 （ みんなで石垣をつくり始める｡）
C78　 石 垣ば作ってどげ んすると ？
C79　 卵を 産むところを作 るとたい。
C80　 ト ンネルをつくろ う。
C81 （ 大きな石の隙間 に, 小 さな石
を置いていく｡）
C82  ( 苔を置き始 める｡）
C83  ( 石垣の間に, 草を置き始 める｡）
C84  ( 苔を石の隙間に置く｡）
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オ ヤ ニ ラ ミ グ ル ー プ ハ ヤ グ ル ー プ
６，杭を入れる。
C51　 杭は，ど こに入 れる。
C52　 草の横がいいよ。
C53　 コヶのついた石 も入れよう。
T13　 どうして杭を入 れるの。
C54　 隠れ家 になるから です。
〔 考察 〕
オヤニラミグループは，①砂をすくって出す。→②
石を入れる。→③草を入れる。→④砂利を石の家のな
かに入れる。→⑤石や草を移動する。→⑥杭を入れる。
の順序で作業を進めた。
これらの作業 は，計画書に立案した内容や手順にそっ
たものとなっている。しかし，それぞれの作業の過程
を見てみると，活動 のなかで試行錯誤しながら，数多
くの工夫を行なっている。
たとえば, C40 のように草を単に川底に据え付ける
のではなくて，根を広げて植え付け，その上に石を乗
せて動かないようにしたことである。また, C47 ～50
のように，用水路の流れや地形に応じて，草を植える
位置を変更したところである。
ヤマメグループは，用水路の上流に住み家をつくろ
うとした。上流は，流れが急であり，両岸あるいは方
岸が石垣になっている。 ヤマメグループは，この特徴
を生かした活動を行なっている。たとえば, C56 のよ
うに用水路の側面の石垣の穴を奥の方に深く掘り進ん
だこと。また, C56 のように用水路の側面の石垣の穴
を奧の方に深く掘り進んだこと。また, C59 のように
３箇所川底を掘って，掘った所と掘った所の間に石を
並 べておいたところなどである。
ハヤグループは, C66 の励ましの言葉, C70･C78
の友達に尋ねる言葉, C74 のように助言をする言葉な
どにみられるように，子どもたち同士が協力しあって
工夫しながら活動している姿がうかがえる。
このような子どもたちの姿から，前時ま,でに学習し
た成果を十二分に発揮し，学習の成果を形として表現
し，他の人々に教えようとしているといえる。
④　 《見直す段階》　　　　　　　　　　　　 ・
発問・指示 子　 ど　 も　 の　 反　 応
T16　 止 め，集合。下
から順に生 きものを放
していきま す。魚の動
き，住み家のよいとこ
ろを 見付けてください。
C85  ( 最初 に全員でコイを放ち，その動きを 観
察する｡）
C86  ( それぞれのグループに別れて生 きものを
放つ｡ ）
C87  ( 生 きものの動 きを観察したあと， 住み家
を作り替えていく｡）
（ オヤニ ラミグループ》
C88　 あそこに（ 住み家）に入れてあげ よう。
C89　 流されるよ－。　　　　　　　　　 ’
C90　 住み家の入り口を閉めてしまうと いいよ。
C91　 もうひとりの家 も作ってあげよ う。（ 住 み
家を作り直しはじめる｡）
C92　 ヨシの葉の所に も行かせよう。
《ヤマメグループ》
C93　 あっ， すごい，上 の方 に上 っ てい くよ。
（ ヤマメを追いかけていく。）
C94　 滝の所まで上りっ いたよ。あ っ，飛び跳ね
てる。
C95　 石垣 の中に も隠れたよ。
-
発問・指示 子　 ど　 も　 の　 反　 応
T17　 他 のグループが
作った住 み家を みて，
すばらしいと思 うとこ
ろを発表 してくださいo
C96　 上の方 にばかり上 って，下 には下らないね。
C97　 下の方 にも石を 置い て，流れが急な所を作
ろう。（石を斜めに並 べて，流 れが速 いと こ
ろを作るo）
〈ハヤグル ープ〉
C98　 泳いだo
C99　 流されていくよ。
C100　 石垣 にも隠れたよ。
C101　 もっと石を並べて隙間を作ろう。（石と石
の隙間を広げたり，新 しく積 み重 ねたり す
る｡）
C102　 ハヤグループは，違 う種類 の草を端っこ
の方 に置いているのが良いと思います。
C103　 オヤニ ラミグル ープ は，草を分けておい
たところが良か ったでず。
C104　 コイグループは，穴が開いている竹を沈
めて，その中にコイが隠れたから良 かった
と思います。
C105　 ヤマメグル ープは，石垣の穴を深くして，
その中 にヤマメが入 ったから良かったで ず。
゛C106　 コイグル ープは，竹が動かないように，
竹の上 に石を置いたのが良か ったでず。
C107　 ハヤグル ープは，石をいろいろな所 に置
いたと ころが良かったでず。
〔考察 〕
自分たちが作った住み家に生き物を放したときの歓
声，子どもの目の輝きにはすばらしいものがあった。
まさしく感動体験の一瞬であった。
さらに子どもたちは，生 き物の動 きに見入るばかり
ではなかった。生き物の動きを観察すると，すぐにC
91 ・ C97 ・ C101 のように生き物の住 み家をつくり直
しはじめた。
それは，より良いものを作り上げようとする子ども
たちの意欲のあらわれであるとともに，生き物に対す
る愛情のあらわれでもある。
それらはいずれも，自らの手でっ くり上げた住み家
と，それに馴染んだ生き物に対する感動によって生み
出されたものと判断できる。
また，子どもたちは，他のグループが作った住み家
に対しても，その良さを見付けだしており，互いを認
めあうことができるようになっているといえる。
⑤　 《味わう段階》
発問・指示 子　 ど　 も　 の　 反　 応
T18　 ど のグループの
住み家もよ くで きまし
たね。今 日の学習でい
ちばん楽 しか ったこと
はなんで すか。
T19　 魚が大きくなっ
て， 卵を産むといいね。
この学級以外のみんな
に教えるためには，こ
れだけでいいかな。
T20　 今日は，みんな
よ く頑張りましたね。
この ミニ星野川 のこと
を もっとたくさんの人
に教えられるように，
次の時間も頑張りましょ
う。
C108　 魚を放 したと ころ です。
C109　 コイが反対 に泳い だと ころです。
Clio　 生 きものの住 み家を作 って， その中 に魚
が隠 れたことです。
cm　 いろいろ他の学年 にお手紙を書 い たり，
ポスターを作って知らせたら良 い と思い ま
す。
C112　 看板を立てて，育てている生 き ものの 名
前と特徴を書くと良 いと思います。
C113　 卵を産む場所や隠れ家を案内板に書いて，
みんなに教えると良 いと思います。
〔考察〕
｢今日の学習で一番楽しかったことはなにか。｣ の
問いに対し子どもたちは，魚を放したこと，魚が自分
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たちがっくった住み家に隠れたことをあげており，本
時の活動に対して成就感を抱いていることがわかる。
さらに，「手紙を書く上「ポスターをつ くる」「看板
を立てる」「卵を産む場所や隠れ家を案内板に書いて
知らせる」など，「ミニ星野川」の存在を学級以外の
人々に教える表現方法までに言及しており，次時への
学習意欲が旺盛であるといえる。
７　研究の成果と課題
’平成５年２月９日，第２学年において，生活科につ
いてのアンケートをとった。
「あなたは生活科が好きですか。」の問いに対して
・たいへん好き-9 人　 ・だいたい好き －10 人
・あまり好きでない －　O 人　　　 ・きらい －　O 人
と答えている。(N19)
これは，生活科の学習が子どもたちにとって十分に
成就感を味わえるものになっているからであるといえ
る。
生活科が好 きな理由については，
・書いたり作ったり遊んだりできるから。
・教室の外で勉強ができるから。
・自分でするのでわかりやすいから。
・したことを誉めてもらえるから。
・わかったことを他の人に教えられるから。-
・テストが少ないから。
15 人
11 人
↓O人
8人
7人
2人
と答えている。（人数は，延べ人数）
これは，身近な素材の活用や体験の重視，承認・教
える場の設定の大切さを示すものである。
この結果から，研究の仮説である「地域固有の素材
の教材化」，「わかる・認められる・教えるの３段階の
単元構成」，「計画・体験・表現の３活動の設定」の有
効性が認 められる。
（1） 研究の成果
本論における実証的研究により，生活科学習におい
て子どもたち一人ひとりに成就感を味わわせるために
は， 次の手立 てをとることの有効性が明らかになった。
①　教材化の条件
○　 こどもの生活に根ざしたものであること。
日常体験していることを，自然な形で学習活動
に取り入 れる。
○　地域や学校の環境に根ざしたものであること。
地域の行事や校庭の樹木・池・遊具など，身近
な自然や社会的環境を発達段階に応じて精選し活
用する。
○　 子ども一人ひとりの個性を生かし，伸ばすこと
ができる ものであること。
自分の考えが生かされ，その子らしさが見える
-
活動や体験を仕組む。
②　単元構成の工夫
〇　 子どもの活動が，「わかる」→「認 められる」
→「教える」の過程で深化発展するように単元の
計画を立てる。
・　子どもの活動が連続発展し，活動に創意・工夫
が生かされるものであること。
・　活動の広がりや深まり，他との交流を必然的に
必要とするものであること。
Ｏ　 「わかる」→F 認められる」→「教える」のそ
れぞれの段階に，計画・体験・表現の３活動を仕組
む。 ３活動の条件は，次のとおりである。
【計画】一 子どもの知的好奇心を剌激し，観察や
製作によって体験が見通せ，子どもの個性
的発想が生かせる活動であること。
【体験】一 子どもにとって未知なこと，反復して
直接的な身体表現で事象にはたらきかける
ことが可能な活動であること。
【表現】一 表現の方法が選択でき，事象の継続的
な変化や「見方」「感じ方」「判断力」「追
究態度」「表現力」などが， 効果的にとら
えられる活動であること。
（2） 今後の課題
①　評価の観点・方法の明確化をはかること。
②　生き生きとした学習展開を生み出す教科書の活
用を工夫すること。
○　おわりに
一人ひとりの子どもが成就感を味わうこと，それが
学習を成立させ，個性を伸長するのである。
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